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ヘッドスペースGC/MSは、材料中の残留溶媒や揮発性の副生成物等を効率
的かつ高感度に分析するための強力なツールです。定性・定量どちらも可能で
あり、樹脂や電子材料等の品質・安全・衛生管理に最適です。

分析例

しくみ
試料を加熱
（固体・液体）

GC/MS
気相を分取し、
オンライン接続GCへ

リスク物質の発見

高感度分析（例）
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たとえば酢酸中に含まれるヨウ化メチルを1 ng/g（ppb）、樹脂中の1,4-
ジオキサン（REACH規則 SVHC）も数 ppbの定量下限値で測定可能

樹脂の発生ガス

フルフラール：焦げ臭
フルフリルアルコール：焼け臭、ナッツ
2-メチルブタナール：老香、清酒
3-メチルブタナール：ナッツ様、古酒
2,3-ペンタンジオン：バター、ナッツ
（一部抜粋）

[主にエステル系香料による果実臭]
酢酸エチル：パイナップル
イソ吉草酸エチル：リンゴ
酢酸イソアミル：バナナ、メロン
酪酸イソアミル：あんず、洋梨
ヘキサン酸アリル：トロピカルフルーツ
けい皮酸メチル：特定のキノコ臭
（一部抜粋）

塗料の溶媒？

フラグメントイオンから各成分を定性可能!!

試料を多く導入できるため、高感度化が可能


